
十和田八幡平国立公園 

後生掛泥火山線道路（歩道） 

第１種特別地域（国有林→借地） 

１６.後生掛泥火山線道路（歩道）【変更】 

路線距離：未決定→2.5km 

執行者：秋田県  変更 

秋田県 

 後生掛温泉から大湯沼・泥火山を周回する歩道 

 火山現象を観察する歩道として利用されている 

公園計画再検討に伴う路線位置・距離の精査、重複した事業決定の整理 

泥火山 

大湯沼 
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十和田八幡平国立公園 

大沼長沼八幡平線道路（歩道） 

特別保護地区、第２・３種特別地域（国有林→借地） 

１５.大沼長沼八幡平線道路（歩道）【変更】 

路線距離：再編→９km 

執行者：秋田県  変更 

秋田県 

 大沼から長沼を経由して八幡平へ至る登山道 

 雄大な八幡平のオオシラビソ林、湿原等を観察することが出来る 

公園計画再検討に伴う路線整理・距離の精査 

起点 

終点 

終点 

終点 

八幡平 

大沼 

長沼 

登山者数 
約500人 

（環境省カウンター） 



１５.大沼長沼八幡平線道路（歩道）【変更】 

長沼 

起点（八幡平VC脇） 大谷地 

ブシ谷地 



十和田八幡平国立公園 

焼山線道路（歩道） 

第１・２・３種特別地域（国有林→借地） 

１７．焼山線道路（歩道）【変更】 

路線距離：未決定→10km 

執行者：秋田県  変更 

秋田県 

 後生掛温泉・玉川温泉から焼山へ至る登山道 

 焼山の顕著な火山地形・火山現象を観察することが出来る 

公園計画再検討に伴う路線位置・距離の精査 

後生掛
温泉 

玉川 
温泉 

焼山 

起点 

終点 

終点 終点 

登山者数 
約1,500人 

（環境省カウンター） 



１７．焼山線道路（歩道）【変更】 

焼山火口 焼山火口壁 

湯沼 終点・玉川温泉噴気地帯 



 乳頭温泉郷から乳頭山・田代平へつながる登山道 

 ブナ～オオシラビソ林が続く 

十和田八幡平国立公園 

乳頭山田代平線道路（歩道） 

第１・２・３種特別地域（国有林→借地） 

２５．乳頭山田代平線道路（歩道）【変更】 

路線距離：９㎞→8km 

執行者：秋田県  変更 

秋田県 

起点 
終点 

起点 

終点 

終点 

起点 

乳頭温泉郷 

田代平 

乳頭山 

公園計画再検討に伴う路線位置・距離の精査と名称変更 

登山者数 
約5,000人 

（環境省カウンター） 



２５．乳頭山田代平線道路（歩道）【変更】 

起点 

終点 

起点 

終点 

終点 

起点 

乳頭温泉郷 

田代平 

乳頭山 

起点（蟹場・大釜） 起点（孫六） 起点（黒湯） 

終点（蟹場分岐） 終点（田代平） 

終点（乳頭山手前） 



十和田八幡平国立公園 

東北自然歩道線道路（歩道） 

第２・３種特別地域（国有林、公有地→借地） 

２６．東北自然歩道線道路（歩道）【変更】 

始点：蓮華温泉 

路線距離：再編→38㎞ 

執行者：秋田県  変更 

秋田県 

起点 

終点 

起点 

終点 

 鶴の湯から乳頭温泉郷集団施設地区をつなぐ歩道。 

 周辺はブナを中心とした二次林やスギ人工林 

乳頭温泉郷 

公園計画再検討に伴う路線位置の精査 

（十和田含む、起点・終点の明確化） 



２６．東北自然歩道線道路（歩道）【変更】 

起点 

終点 

起点 

終点 

乳頭温泉郷 

起点（鶴の湯） 

歩道 

歩道（駒見峠） 

蟹場・車道合流点 



十和田八幡平国立公園 

曽利滝園地 
第２種特別地域（国有林→借地） 

３２．曽利滝園地【決定】 

園路入口・道標 

曽利滝 

 曽利滝を展望する景勝地 

 滝を中心とした自然探勝利用の推進 

区域面積：未決定→1ha 

執行者：秋田県 

滝へ向かう稜線上にキタゴヨウマツ天然林
の巨木が並木状に続いている 

変更 

秋田県 

園地 

公園計画再検討に伴う面積の精査 



十和田八幡平国立公園 

焼山避難小屋 

４０．焼山避難小屋【変更】 

箇所数 ：未決定→1箇所 

執行者 ：秋田県 

第2種特別地域（国有林→借地） 

変更 

・焼山の火口付近に位置し焼山の
山頂火口の火口壁や中央火口丘、
火口湖の湯沼や空沼など顕著な
火山地形が見られる。 

 
・噴気や温泉湧出、地熱のため裸
地が多く一部に硫気荒原植生が
見られる。 

 焼山の登山利用 

 悪天候や夜間等に一時難を逃れるための避難小屋として利用されている 

秋田県 

避難小屋 

名残峠 

焼山 

避難小屋 

公園計画再検討に伴う箇所数の確定 



十和田八幡平国立公園 

八瀬森避難小屋 

４１．八瀬森避難小屋【変更】 

箇所数 ：未決定→1箇所 

執行者 ：秋田県 

第1種特別地域（国有林→借地） 

変更 

 八幡平から秋田駒ヶ岳への縦走登山 

 悪天候や夜間等に一時難を逃れるための避難小屋として利用されている 

・奥羽山脈の八瀬森の稜線付近に位
置し八幡平秋田駒ヶ岳縦走線道路
（歩道）沿いにある。 

 
・周辺はブナ林が広がっており玉川
や葛根田川の源流域 

秋田県 

避難小屋 

八瀬森 

避難小屋 

関東森 

公園計画再検討に伴う箇所数の確定 



十和田八幡平国立公園 

大白森避難小屋 

４２．大白森避難小屋【変更】 

箇所数 ：未決定→1箇所 

執行者 ：秋田県 

第1種特別地域（国有林→借地） 

変更 

 八幡平から秋田駒ヶ岳への縦走登山 

 悪天候や夜間等に一時難を逃れるための避難小屋として利用されている 

・奥羽山脈の大白森から北側1㎞
ほどの稜線付近に位置し八幡平
秋田駒ヶ岳縦走線道路（歩道）
沿いにある。 

 
・周辺はブナ林が広がっており葛
根田川の源流域 

秋田県 

避難小屋 

大白森 

避難小屋 

公園計画再検討に伴う箇所数の確定及び名称の変更 


